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論文審査の要旨 

 

肥満と全原因死亡率の関連については、これまで一定の見解が得られていな

いが、申請者らは年齢および基礎疾患の有無に着目し、肥満が全原因死亡率に

与える影響を明らかにした。  

米国の大規模高齢者パネル調査である Health and Retirement Studyを用い、45

歳以上の参加者 33708 人を対象に研究を行った。年齢、基礎疾患の有無、BMI

で群分けし、Cox 比例ハザードモデルに各種変数を共変量として投入し、追跡期

間中の死亡をエンドポイントとしてハザード比（HR）を算出した。 

65 歳以上の基礎疾患あり群では BMI(25＜30)群の死亡の HR は低く、BMI(35

以上)群では高い傾向が見られた。一方で、65 歳以上の基礎疾患なし群では

BMI( 25＜30)群、BMI(30＜35)群および BMI(35以上)群の死亡の HR は１に近い

傾向がみられた。このことから、基礎疾患がない 65歳以上の人は、肥満が死亡

のリスクにならない可能性が示された。 

本研究は基礎疾患の有無により中高年以降の肥満者への指導内容や教育内容

変更の必要性を示唆するものであり、今後本領域のさらなる発展に寄与するも

のと評価され、博士(医学)の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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